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若

狭

の
盲
六
{
一
一
小

武

藤

正

典

蓮

如

の

吉

崎

退

出

若
狭
地
方
の
真
宗
は
、
越
前
、
江
北
の
よ
う
な

発
展
は
な
い
。
仏
教
各
宗
派
に
比
し
少
く
な
い
真

宗
が
遠
敷
郡
に
か
た
ま
っ
て
あ
る
こ
と
は
、
本
願

寺
第
八
代
蓮
如
が
越
前
の
吉
崎
浦
か
ら
若
狭
に
逃

れ
、
小
浜
甲
ヶ
崎
へ
上
陸
後
、
丹
波
街
道
を
通
り

摂
津
へ
向
う
際
、
し
ば
ら
く
遠
敷
地
方
に
滞
在
し

教
化
し
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
、
真
宗
史
上
、

若
狭
と
蓮
如
を
結
ぶ
上
に
注
目
す
べ
き
と
と
ろ
で

企
の
ヲ

Q

。
文
明
七
年
(
一
四
七
五
)
八
月
二
十
一
日
夜
、

朝
倉
経
景
(
つ
ね
か
げ
、
敏
景
の
弟
)
、
平
泉
寺

衆
徒
等
が
吉
崎
の
下
間
安
芸
(
し
も
つ
ま
、
あ
き

)
を
討
取
る
た
め
夜
討
ち
を
か
け
、
山
上
の
多

屋
、
宿
坊
に
火
を
放
っ
た
。
不
意
を
く
ら
っ
た
蓮

如
は
自
分
の
身
の
危
険
を
感
じ
、
「
か
』
る
情
忌

嫉
妬
に
よ
る
不
慮
の
災
厄
を
起
す
等
言
語
道
断
」

と
ば
か
り
、
坊
侍
大
家
久
吉
に
吉
崎
の
七
曲
り
の

崖
下
に
小
舟
を
一
般
用
意
さ
せ
、
多
屋
の
坊
主
、

門
徒
た
ち
に
も
別
れ
を
告
げ
ず
、
吉
崎
を
見
捨

て
、
慶
門
坊
、
赤
尾
弥
七
、
大
家
久
吉
(
彦
左
エ

門
)
等
を
随
い
暗
闇
を
利
用
し
脱
出
し
た
。
一
説

に
は
蓮
如
と
船
頭
小
加
次
弥
の
二
人
と
も
あ
り
、

乙
の
と
き
蓮
如
の
警
護
に
当
っ
た
人
が
誰
れ
か
、

確
証
で
き
る
資
料
が
な
く
、
後
世
い
ろ
ん
な
人
が

出
る
の
で
あ
る
。

蓮
如
は
塩
屋
浦
よ
り
小
舟
で
日
本
海
を
若
狭
に

向
い
、
乙
の
蓮
如
の
後
を
追
っ
て
長
男
順
如
・
弟

子
の
竜
玄
、
徳
善
そ
れ
に
蓮
如
の
後
妻
山
名
女
房

四
人
も
便
船
で
吉
崎
を
脱
出
し
、
蓮
如
と
は
一
諸

の
舟
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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「
蓮
如
上
人
遺
徳
記
」
に
「
南
目
下
旬
頚
齢
六

十
一
に
し
て
吉
崎
の
禅
室
を
た
ち
給
ひ
、
順
風
に

帆
を
あ
げ
、
ひ
そ
か
に
若
狭
の
小
浜
に
船
を
ょ

せ
、
丹
波
の
険
阻
を
通
り
つ
つ
摂
津
国
へ
山
山
で
た

ま
ひ
、
そ
れ
よ
り
河
内
国
茨
田
郡
中
振
の
郷
山
山
口

の
里
と
い
う
処
に
至
り
給
ひ
、
幽
栖
を
し
給
ふ
事

す
で
に
三
年
な
り
き
l
」
。
「
帖
外
御
文
五
十
四

帖
」
に
は
、
「
去
文
明
七
歳
乙
未
(
き
の
と
の
ひ

つ
じ
)
八
月
下
旬
之
候
、
予
生
六
十
一
に
し
て
、

越
前
国
坂
北
郡
細
呂
宜
郷
の
内
吉
久
名
の
内
吉
崎

之
弊
坊
を
俄
に
便
船
の
次
を
よ
ろ
こ
び
て
海
路
は

る
か
に
順
風
を
ま
ね
き
一
日
が
け
に
と
志
し
て
若

狭
の
小
浜
に
舟
を
よ
せ
丹
波
づ
た
い
に
摂
津
を
と

お
り
、
乙
の
当
国
当
所
出
口
の
草
坊
に
こ
え
、
一

月
・
二
月
・
一
年
・
半
年
と
す
ぎ
ゆ
く
ほ
ど
に
、

い
つ
と
な
く
三
と
せ
の
春
秋
を
送
し
こ
と
は
、
昨

日
今
日
円
の
ご
と
し
云
々
、
文
明
十
一
年
十
二
月

日
」
(
本
願
寺
所
蔵
蓮
如
真
筆
)
、
ま
た
「
帖
外

御
文
四
十
九
帖
」
の
奥
堂
「
千
時
文
明
九
丁
酉
月

廿
九
日
、
愚
老
六
十
三
歳
、
如
此
之
文
駄
お
か
し

き
を
か
へ
り
み
ず
、
寒
天
之
間
嬉
辺
に
あ
り
て
徒

然
の
あ
ま
り
老
眼
を
こ
ひ
翰
墨
に
ま
か
も
書
之
者

也
」
と
あ
る
文
書
も
、
五
十
四
帖
と
全
っ
た
く
同

武
藤

若

狭

真

，三ョ
刀ミ

の

じ
こ
と
を
書
い
て
あ
り
、
蓮
如
自
身
が
老
駄
で
文

章
が
お
か
し
い
の
も
か
え
り
み
ず
と
自
覚
し
て
い

る
よ
う
に
、
内
容
は
一
寸
変
な
と
と
ろ
が
あ
る
。

蓮
如
の
吉
崎
脱
出
に
は
諸
説
が
あ
る
が
、
帖
外
御

文
の
第
十
六
通
に
「
八
月
二
十
一
日
」
と
明
示
さ

れ
、
普
通
乙
れ
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。

「
海
路
順
風
を
ま
ね
き
一
日
か
け
に
て
若
狭
の

小
浜
に
着
く
」
と
あ
る
た
め
、
従
来
、
蓮
如
は
吉

崎
か
ら
小
浜
ま
で
一
夜
で
着
い
た
と
述
べ
、
簡
単

に
流
し
て
い
る
が
、
乙
れ
に
は
大
き
な
疑
問
が
あ

り
。
「
越
前
国
名
蹟
考
」
に
は
「
経
景
平
泉
寺
を

か
た
ら
ひ
下
聞
を
討
ん
為
に
吉
崎
へ
お
し
ょ
せ
火

を
つ
け
戦
ふ
に
よ
り
九
月
四
日
暁
、
上
人
船
に
乗

て
若
州
小
浜
に
立
退
給
う
」
と
あ
る
。
し
か
し
こ

の
九
月
四
日
の
吉
崎
退
出
は
間
違
い
で
、
蓮
如
が

若
狭
の
小
浜
へ
着
い
た
日
が
九
月
四
日
で
あ
る
。

高
道
正
信
著
の
「
蓮
如
」
に
は
、
蓮
如
は
吉
崎
を

退
去
し
て
か
ら
加
賀
の
小
塩
(
現
在
の
橋
立
港

)
、
芳
成
坊
へ
逃
れ
、
九
月
四
日
ま
で
居
住
し
て

吉
崎
の
状
況
を
眺
め
、
事
態
が
い
よ
い
よ
悪
化
し

危
険
を
知
り
、
未
練
が
あ
っ
た
吉
崎
を
あ
き
ら
め

若
狭
へ
立
ち
去
っ
た
と
あ
る
。

人
目
を
避
け
、
木
ノ
葉
の
よ
う
な
小
舟
で
波
荒

い
日
本
海
を
渡
る
の
は
容
易
な
乙
と
で
は
な
く
、

八
月
下
旬
か
ら
九
月
上
旬
は
二
百
十
日
前
後
の
台

風
の
多
い
季
節
で
海
上
は
荒
れ
る
頃
で
あ
る
。
「

拾
椎
雑
話
」
に
は
、
「
小
浜
よ
り
船
の
里
数
と
し

て
、
小
浜
よ
り
越
前
三
国
へ
三
十
五
里
、
敦
賀
へ

十
八
里
」
と
あ
る
が
、
小
舟
で
は
一
日
、
七
、
八

里
し
か
進
め
な
い
の
が
常
識
で
、
海
上
に
漂
い
、

浦
々
で
休
息
し
、
そ
の
間
十
四
日
を
費
し
九
月
四

日
朝
小
浜
の
甲
ヶ
崎
へ
上
陸
し
た
と
考
え
る
の
が

常
識
で
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
蓮
如
の
吉
崎
脱
出
は
予
定
の
行
動
で
は

な
く
、
突
発
事
故
の
非
常
の
際
で
、
荷
物
は
勿

論
、
充
分
な
食
糧
、
飲
料
水
等
を
舟
に
積
み
込
む

余
有
の
な
い
の
は
当
然
で
、
吉
崎
浦
か
ら
小
浜
ま

で
、
そ
の
間
食
糧
、
飲
料
水
、
睡
眠
等
を
得
る
た

め
、
日
本
海
の
沿
岸
、
三
園
、
川
西
、
越
廼
、
越

前
、
河
野
、
敦
賀
、
三
方
、
小
浜
の
浦
へ
補
給
の

た
め
立
ち
寄
っ
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
海

沿
岸
浦
の
人
々
の
蓮
如
に
対
す
る
保
護
が
な
か
っ

た
な
ら
蓮
如
の
命
は
ど
う
な
っ
て
い
た
か
わ
か
ら

な
い
。
し
た
が
っ
て
蓮
如
以
後
の
真
宗
の
発
展
は

見
ら
れ
な
い
、
真
宗
史
上
き
わ
め
て
重
要
な
こ
と

で
あ
る
が
、
吉
崎
脱
出
後
、
蓮
如
が
若
狭
へ
着
く
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ま
で
の
海
上
経
路
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
ま
だ

一
度
も
解
明
さ
れ
た
こ
と
も
な
く
、
ま
た
証
明
で

き
る
資
料
も
現
在
の
時
点
で
は
困
難
で
あ
る
。
「

若
越
水
上
交
通
図
」
に
、
塩
谷
、
三
園
、
河
野
、

敦
賀
、
丹
生
、
常
神
、
小
浜
浦
が
記
さ
れ
、
こ
の

日
本
海
沿
岸
に
現
在
設
立
さ
れ
て
い
る
真
宗
寺
院

は
、
当
初
は
ほ
と
ん
ど
道
場
で
江
戸
時
代
中
期
以

降
寺
院
に
昇
格
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
強
い
て
考

証
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
浦
の
寺
の
成
立
、
蓮
如
と

の
関
係
資
料
、
伝
承
に
基
い
て
蓮
如
の
足
跡
を
究

明
す
る
以
外
他
に
方
法
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
、
真
宗
寺
院
は
、
蓮
如
の
立
寄
り
を

契
機
と
し
、
帰
依
し
、
創
建
ま
た
は
改
宗
等
で
発

展
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
蓮
如
が
日
本
海
沿
岸
の
浦
へ
立
寄
る
に

際
し
で
も
偶
然
立
寄
っ
た
の
で
な
く
、
朝
倉
氏
の

武
力
支
配
権
が
強
い
、
警
戒
の
厳
し
い
と
こ
ろ
を

避
け
、
ま
た
古
い
伝
統
的
権
威
を
持
つ
旧
平
安
伝

教
の
大
寺
院
、
強
い
組
織
を
持
つ
宮
、
庄
園
の
領

家
地
、
代
官
職
の
い
る
浦
等
は
、
己
れ
の
身
の
保

護
の
で
き
な
い
こ
と
を
充
分
知
っ
て
い
て
舟
は
着

け
ず
、
専
ら
村
落
共
同
体
の
形
成
、
郷
村
制
の
確

立
を
み
て
い
な
い
と
こ
ろ
や
、
か
つ
て
蓮
如
自
身

が
足
を
入
れ
教
化
し
た
処
を
選
ん
で
着
船
し
て
い

る
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

蓮
如
が
白
か
ら
「
海
上
順
風
一
日
が
か
り
」
と

故
意
に
記
し
て
い
る
の
は
、
蓮
如
の
逃
亡
と
、
そ

れ
を
追
求
す
る
平
泉
寺
、
朝
倉
側
の
た
め
、
後

難
、
迷
惑
を
考
慮
し
た
故
意
の
文
章
で
、
果
し
て

蓮
如
の
吉
崎
退
去
後
、
蓮
如
が
最
も
恐
れ
て
い
た

一
向
一
撲
の
嵐
が
、
こ
の
事
件
を
契
機
と
し
て
-

世
紀
余
に
わ
た
っ
て
越
前
を
吹
き
ま
く
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

若

狭

の

路

連

京日

越
前
吉
崎
を
退
去
し
海
上
若
狭
の
小
浜
甲
ヶ
崎

へ
上
陸
し
た
蓮
如
は
、
小
浜
か
ら
丹
波
街
道
を
経

て
摂
津
国
に
入
っ
て
い
る
が
、
若
狭
で
の
蓮
如
の

記
録
は
全
っ
た
く
残
っ
て
い
な
い
。
蓮
如
自
身

は
、
「
今
の
人
は
古
を
た
づ
ぬ
べ
し
、
ま
た
古
ひ

と
は
古
を
よ
く
っ
た
ふ
ベ
し
、
物
語
は
う
す
る
し

の
な
り
、
書
し
た
る
も
の
は
う
せ
ず
候
」
と
云
っ

て
い
る
が
、
「
蓮
如
上
人
御
一
代
聞
書
」
で
さ

え
、
「
文
明
七
年
九
月
四
日
、
未
明
俄
か
に
吉
崎

退
去
」
と
間
違
っ
た
聞
き
方
で
書
き
残
こ
さ
れ
て

い
る
。

蓮
如
は
文
明
七
年
八
月
二
十
一
日
夜
吉
崎
浦
を

小
舟
で
退
出
し
、
翌
九
月
四
日
朝
、
小
浜
市
の
甲

ケ
崎
に
舟
を
着
け
上
陸
、
し
ば
ら
く
若
狭
に
滞
在

し
小
浜
周
辺
を
歩
い
て
い
る
が
、
若
狭
滞
在
期
間

の
確
証
は
不
明
で
、
蓮
如
が
吉
崎
脱
出
後
最
初
の

「
御
文
」
は
、
文
明
七
年
十
一
月
二
十
一
日
書
之

と
あ
る
。
山
山
口
光
善
寺
で
北
陸
の
山
海
を
回
顧
し

て
書
い
た
、
「
閉
山
聖
人
御
正
忌
|
愚
老
こ
の
四

五
ヶ
年
の
あ
い
だ
、
北
陸
の
山
海
の
ほ
と
り
に
居

住
す
と
い
へ
ど
も
、
は
か
ら
ざ
る
に
い
ま
に
存
命

せ
し
め
、
こ
の
当
固
に
こ
え
は
い
て
云
々
」
と
あ

り
、
文
明
七
年
十
一
月
中
勾
に
は
す
で
に
出
口
光

善
寺
に
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
考
証
し
蓮
如
の

若
狭
滞
在
期
間
は
、
文
明
七
年
、
九
月
、
十
月
の

二
ヶ
月
間
の
短
期
間
で
最
も
気
候
の
よ
い
時
季

で
、
奥
田
縄
の
「
浄
正
寺
由
緒
記
」
に
、
「
文
明

七
年
九
月
二
十
七
日
、
蓮
如
上
人
当
国
御
巡
錫
云

々
」
と
蓮
如
の
日
程
が
明
確
に
記
さ
れ
、
「
蓮
如

上
人
遺
徳
記
」
の
中
に
も
「
若
狭
の
小
浜
に
船
を

よ
せ
、
丹
波
の
険
阻
を
通
り
つ

h
l
」
と
あ
る
。

蓮
如
は
九
月
四
日
か
ら
十
月
初
め
ま
で
遠
敷
地
方

を
歩
き
中
旬
に
は
摂
津
に
向
い
小
浜
街
道
、
丹
波

街
道
を
歩
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
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甲
ヶ
崎
上
陸
後
の
蓮
如
の
足
跡
を
追
究
す
る

と
、
当
時
の
西
津
村
は
、
北
塩
谷
、
福
谷
、
堀
屋

敷
が
北
川
寄
り
に
あ
り
、
北
東
の
天
ヶ
城
山
、
丸

山
等
の
山
麓
一
帯
ま
で
西
海
岸
が
迫
り
、
大
湊
、

小
湊
、
松
原
、
塩
谷
、
堀
屋
敷
、
小
松
原
、
福
谷

を
西
津
浦
と
称
し
、
申
ヶ
崎
は
内
外
海
(
う
ち
と

み
)
村
に
属
し
、
舟
着
の
要
捕
で
、
若
狭
、
仏
谷

補
を
経
て
、
甲
ケ
崎
浦
に
舟
を
着
け
た
蓮
如
は
、

乙
〉
か
ら
三
町
程
小
浜
寄
り
の
西
津
福
谷
の
漁
夫

の
家
に
足
を
入
れ
休
憩
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
漁
夫
の
家
が
後
、
道
場
と
な
り
、
本
願
寺
派
念

称
寺
、
念
正
寺
と
な
っ
た
。
文
政
七
年
(
一
八
二

四
)
三
月
、
岡
野
定
静
、
佐
藤
義
安
の
「
雲
浜
城

下
全
図
」
の
中
に
、
西
津
福
谷
村
射
場
道
路
沿
い

に
念
祢
寺
が
描
か
れ
、
享
保
年
問
、
念
正
寺
由
緒

書
に
は
、
「
長
禄
三
年
(
一
四
五
七
)
本
願
寺
第

七
世
存
如
の
門
弟
浄
西
の
開
基
、
文
明
七
年
蓮
如

甲
ヶ
崎
上
陸
の
際
の
旧
跡
な
り
、
永
正
十
年
、
実

如
裏
書
の
本
尊
を
伝
え
る
」
と
あ
る
が
、
現
在
は

廃
寺
と
な
り
、
寺
跡
に
は
墓
石
と
「
蓮
如
上
人
御

旧
跡
」
の
石
碑
が
草
に
う
も
れ
て
い
て
、
寺
の
尊

像
、
過
去
帳
等
は
同
じ
西
津
の
善
教
寺
(
本
願
寺

派
)
に
移
さ
れ
保
管
し
て
い
る
が
、
実
如
裏
書
の

武
藤

若

狭

真

の

企士二，

刀て

画
像
は
な
い
。
古
老
の
話
で
は
、
終
戦
直
後
ま
で

寺
の
建
物
は
あ
っ
た
が
、
無
住
寺
の
た
め
本
堂
の

屋
根
は
腐
り
、
災
害
等
で
建
物
は
失
わ
れ
た
、
し

か
し
宗
教
法
人
の
解
散
屈
は
し
て
な
い
た
め
寺

跡
は
そ
の
ま
与
に
な
っ
て
い
る
。
善
教
寺
は
西
津

板
屋
町
通
り
に
あ
り
、
明
応
七
年
、
正
賢
の
創
建

で
、
蓮
如
と
は
直
接
関
係
は
な
い
。
西
津
で
疲
労

を
休
め
た
蓮
如
は
、
乙
b

か
ら
当
時
瀬
木
町
(
現

在
玉
前
町
)
に
あ
っ
た
妙
光
寺
(
現
在
神
田
五
四

)
に
入
り
、
寺
伝
で
は
一
夏
逗
留
し
た
と
あ
る
が
、

蓮
如
は
妙
光
寺
で
腰
を
落
ち
つ
け
、
教
化
し
た

よ
う
で
、
乙
の
と
き
蓮
如
に
帰
依
し
弟
子
と
な
り

創
建
、
改
宗
し
た
寺
に
、
願
応
寺
(
広
峰
九
四

)
、
蓮
興
寺
(
神
田
二
)
が
あ
る
。
妙
光
寺
は
貞

和
三
年
(
一
三
四
七
)
比
叡
山
南
谷
妙
光
坊
が
若

州
に
創
建
し
天
台
宗
で
足
利
尊
氏
の
祈
願
所
で
あ

っ
た
が
、
蓮
智
が
本
願
寺
覚
如
に
帰
依
し
改
宗
。

存
如
も
滞
在
し
そ
の
関
係
で
蓮
如
も
逗
留
し
た
の

で
あ
る
。
寺
領
三
百
石
を
賜
わ
り
、
慶
長
年
間
現

地
に
移
っ
て
い
る
。
願
応
寺
は
、
文
明
七
年
、
蓮

如
が
妙
光
寺
滞
在
中
、
蓮
宗
が
蓮
如
に
帰
依
し
松

寺
小
路
に
一
寺
を
建
立
し
、
領
主
武
田
氏
の
末

育
、
祐
西
が
相
続
し
、
慶
長
年
問
、
川
縁
(
現
在

地
)
へ
移
っ
た
と
伝
え
る
。
蓮
興
寺
は
宮
前
町
と

穴
脇
町
の
角
に
あ
る
が
、
昔
は
向
島
(
現
在
の
長

源
寺
)
に
あ
っ
て
、
蓮
如
が
妙
光
寺
滞
在
中
、
蓮

如
の
弟
子
と
な
っ
た
妙
観
が
、
守
護
武
田
国
信
に

寺
地
を
受
け
建
立
し
た
。
元
亀
元
年
、
徳
川
家
康

も
と
の
寺
で
宿
泊
し
て
い
る
。
小
浜
市
の
真
宗
寺

院
は
二
十
カ
寺
程
あ
る
が
、
蓮
如
と
直
接
関
係
が

あ
る
寺
は
前
記
四
カ
寺
で
、
過
去
幾
多
の
災
害
の

た
め
、
証
明
で
き
る
資
料
は
現
在
は
な
い
。
小
浜

か
ら
摂
津
へ
向
っ
た
蓮
如
の
足
ど
り
は
、
先
ず
、

妙
光
寺
を
出
発
し
、
口
同
縄
か
ら
道
を
奥
田
縄
に

向
け
、

ζ

』
で
足
を
休
め
て
い
る
。

現
在
奥
田
縄
の
浄
正
寺
(
本
願
寺
派
)
の
「
由
緒

沿
華
」
に
「
文
明
七
年
九
月
二
十
七
日
、
本
願
寺

第
八
世
蓮
如
当
国
御
巡
錫
の
湖
、
真
言
宗
な
り
、

一
信
者
あ
り
、
御
教
化
を
蒙
り
弟
子
と
な
り
法
名

道
信
と
改
め
、
蓮
如
上
人
真
筆
の
六
字
名
号
を
賜

わ
る
。
当
地
字
小
杉
谷
に
念
仏
道
場
を
建
立
乙
れ

当
寺
の
起
源
な
り
」
と
あ
る
。
慶
長
年
間
火
災
で

記
録
は
焼
失
し
た
が
、
文
政
五
年
十
月
二
十
二

日
、
現
在
地
に
移
り
本
堂
を
建
立
し
寺
に
昇
格
し

た
よ
う
で
あ
る
。
文
明
七
年
九
月
二
十
七
日
、
蓮

如
が
若
狭
の
奥
田
縄
の
山
奥
に
い
た
記
録
が
あ
る
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こ
と
は
貴
重
な
こ
と
で
、
こ
の
奥
田
縄
か
ら
蓮
如

は
中
井
に
入
り
、

ζ

h

で
も
休
憩
し
、
そ
の
あ
と

が
現
在
の
西
広
寺
(
大
谷
派
)
で
あ
る
o

中
井
か

ら
相
生
に
足
を
入
れ
て
い
る
。
現
在
相
生
の
了
源

寺
の
記
録
で
は
、
観
応
元
年
(
一
三
四
七
)
、
覚

元
の
開
基
で
真
言
宗
で
あ
っ
た
が
、
文
明
七
年
九

月
、
蓮
如
が
立
寄
り
弟
子
と
な
り
改
宗
。
現
在
境

内
に
蓮
如
が
腰
か
け
休
ん
だ
と
伝
え
る
大
き
な
山

石
が
残
っ
て
い
る
。
相
生
を
出
た
蓮
如
は
、
田
茂

谷
、
谷
口
か
ら
現
在
の
名
田
庄
村
に
入
り
、
名
田

庄
の
小
倉
畑
で
滞
在
し
て
い
る
の
で
、
現
在
小
倉

畑
光
久
寺
(
大
谷
派
)
の
寺
伝
に
は
、
寛
正
二
年

(
四
六
一
)
、
河
内
の
人
、
中
野
新
三
郎
が
天
台

宗
正
覚
坊
を
創
建
し
た
が
後
世
、
文
明
七
年
、
蓮

如
が
小
浜
西
津
に
上
陸
し
丹
波
街
道
を
摂
津
へ
向

う
途
中
、
当
寺
に
宿
泊
し
、
と
き
の
住
職
が
蓮
如
に

帰
依
し
改
宗
す
る
と
あ
る
。
宝
永
、
元
文
両
度
の

火
災
で
記
録
は
焼
失
し
て
い
る
が
、
現
在
の
親
驚

聖
人
御
影
の
裏
書
に
は
、
「
大
谷
本
願
寺
釈
実
如

(
花
押
)
、
永
正
六
年
己
巳
六
月
八
日
、
若
狭
国

遠
敷
郡
名
目
荘
智
見
、
願
主
釈
正
覚
」
と
書
き
、

な
お
蓮
如
の
「
夏
の
御
文
」
は
、
こ

b

で
室
田
か

れ
、
原
本
が
あ
っ
た
が
焼
失
し
た
と
い
う
。
現
在

の
本
堂
は
寛
政
九
年
六
月
の
再
建
で
あ
る
。
蓮
如

の
小
倉
畑
の
滞
在
期
間
は
明
確
に
は
困
難
で
あ
る

が
、
隣
村
の
挙
野
で
も
教
化
し
、
挙
野
の
光
徳
寺

(
大
谷
派
)
の
由
緒
記
に
は
、
天
文
元
年
二
月
僧

了
誓
が
開
基
、
天
台
宗
、
ま
た
は
禅
宗
で
あ
っ
た

が
、
蓮
如
が
立
寄
り
真
宗
に
改
宗
、
初
め
は
道
場

で
現
在
の
下
に
あ
り
寛
永
年
間
現
在
の
山
の
中
腹

に
再
建
、
寛
文
十
二
年
寺
と
な
る
が
、
無
住
期
聞

が
長
く
、
明
細
な
乙
と
は
困
難
で
あ
る
。
乙
L

か

ら
蓮
如
は
若
狭
で
の
最
後
を
名
田
庄
の
中
村
に
滞

在
し
た
が
、
現
在
妙
応
寺
(
大
谷
派
)
の
記
録
で

は
、
創
建
年
代
不
明
だ
が
、
天
台
宗
密
厳
院
と
稽

し
、
足
利
尊
氏
の
一
族
玄
斉
が
開
基
、
文
明
七

年
、
本
願
寺
蓮
如
が
滞
在
し
、
そ
の
際
住
職
の
真

了
が
蓮
如
に
帰
依
し
願
宗
寺
と
改
め
た
、
蓮
如
は

数
日
滞
在
し
近
在
七
カ
村
帰
依
す
る
と
あ
る
が
、

現
在
近
村
七
カ
所
に
真
宗
門
徒
も
寺
も
な
い
。
願

宗
寺
は
後
、
住
職
玄
含
が
石
山
合
戦
に
参
加
し
、

天
正
十
四
年
一
月
二
十
三
日
、
大
阪
府
笠
寿
町
に

寺
を
移
し
無
住
と
な
っ
た
が
、
安
永
五
年
智
同
が

再
興
し
妙
応
寺
と
改
め
た
も
の
で
、
現
在
、
寺
の

法
使
法
身
尊
像
裏
書
に
は
「
大
谷
本
願
寺
釈
実
如

(
花
押
)
延
徳
二
年
庚
去
三
月
十
二
日
、
若
狭
国

遠
敷
郡
名
田
圧
中
村
、
願
主
釈
道
昌
」
と
記
し
、

顕
如
上
人
画
像
裏
書
に
は
「
慶
長
九
年
七
月
十
円

一
日
(
二
十
一
日
)
、
若
州
名
田
庄
中
村
、
願
主

口
口
」
と
あ
る
。
蓮
如
は
、
こ
の
名
田
庄
中
村
を

最
後
に
文
明
七
年
十
月
上
旬
若
狭
を
離
れ
丹
波
へ

向
っ
て
い
る
。
地
元
で
は
昔
か
ら
諺
に
「
京
は
遠

う
て
も
十
八
里
」
と
あ
っ
て
ζ

の
時
の
一
里
は
五

十
町
で
、
小
浜
、
土
橋
か
ら
丹
波
境
の
坂
本
ま
で

六
里
十
二
町
で
あ
る
。

小
浜
の
甲
ケ
崎
へ
上
陸
し
た
蓮
如
は
、
西
津
の

稽
念
寺
、
妙
光
寺
に
滞
在
し
て
小
浜
街
道
を
丹
波

に
向
う
途
中
、
奥
田
縄
、
中
井
、
東
相
生
、
で
滞

在
し
て
い
る
が
、
小
浜
か
ら
後
瀬
山
の
東
を
抜
け

谷
田
部
峠
を
越
え
、
谷
田
部
の
部
落
を
通
っ
て
南

川
の
西
端
に
沿
っ
て
口
田
縄
で
南
川
を
渡
り
、
奥

田
縄
に
入
っ
た
の
か
、
小
浜
か
ら
南
川
の
舟
運
を

利
用
し
口
田
縄
ま
で
舟
で
き
た
の
か
そ
の
点
は
確

証
は
な
い
。
今
か
ら
六
十
年
程
前
で
は
南
川
は
舟

が
利
用
さ
れ
、
小
浜
か
ら
久
坂
ま
で
日
用
品
等
の

諸
物
資
を
積
ん
で
上
り
奥
名
田
方
面
の
木
材
、

木
炭
を
積
ん
で
小
浜
に
帰
っ
て
い
る
。
蓮
如
は
奥

田
縄
か
ら
南
川
の
東
に
沿
い
、
中
井
、
東
相
生
、

小
倉
畑
、
挙
野
に
滞
在
し
、
昔
は
南
川
を
渡
ら
ず
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川西海岸(福井市〉

手口 石 白

布 橋 方

願寺西 浄光寺
仏
覚寺善

護寺

東 東 東 東

江戸代時

教

寛年間文

南朝宮原票

京日
i乙

依帰
lま

以降建立道場 し

改信刀士丈ァ

十治明
畑村西

で

天皇頂寺寺年と
lと
あ

宝延り7ょ
る と

称

年現地 何時し

lと の
移 時代
る

徳寺西

東

ゴ日土

lま

4と刀天口台2ミ、
、

年文明

蓮問

主日
lと

依帰

改耳しミ

三国海岸

米 池

ケ 竪 宿

ー脇 土

西 西
寺善教
敬
蔵寺円

光寺 寺光 勝寺

東 東 東 東

天J口A、文 文明
ゴ目士

量三年間明
と天ぷ刀は口う入て

で 五
) 11 年
尻

、

l乙 蓮 蓮 で 文明
あ 主日 主日

高年間り ~C l乙
年蓮四

依帰 帰依
文明
し
浜坂し

主口

七年蓮 建立
蓮 lζ 
主日

震改宗
~C l乙

主日 建立 依帰l乙

依改寛帰示文し

1頁
改河しミ

寺照と

称、

文明し
五

年移 J年加賀I、
る

l乙

移り

再
び
当
地
l乙
移
る

(三国町) 岸沿

新 岩 下 波
沿 日

J口入 真 岸 本

保 崎 砂 松
浦 海

受
慶法寺
立専 寺智教

氷 慶 正 蓮
~1口，、

恩寺 正寺 主日 芹寺
照 賢 関

西 西 西 東 東 係 の

寺 寺 寺 本

録長
真弓'刀に~三コフミミ‘ 
開語治義
天徳

天富永
文

六年創建者

願

明 寺

年上
で

年事 年創建
備 係

寺頂濯と
)11 正 寺
正

、
I.s. 

勝建立
詰蓬文
屋
去創目三矛凡ι品 院

jij¥ lζ 
し 建立

、

後

型建天4と刀口士2ミフ、 世真，刀'"てF 如 真た7晶壬J<l乙
カ宝 i乙

文明

宗R 専修派凹t 
主日
l乙

年蓮
帰依

虫日
不明 カf 改万し丈 考
lと 蓮

帰依
如
~C 

し

帰依改宗し花改刀王丈コ
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越前海岸 (越前町) 越廼海岸 (越廼村) 川西海岸(福井市〉

梅 玉 左 大 滞 居 浜 大 鮎 大 長 蓑 免

北 丹 丹

浦 }II 右 石 生 倉 山 味 }II. 生 生 橋 浦 烏

久寺令 寺専浄 寺満円 徳寺長 寺林了 養安寺 専徳寺
円
行寺大 議寺寺立

西 西 東 東 東 東 東 東 東

天

真'刀gミ7 

二日位三 文 倉朝 文
正 lま 政 明

建立年四

真 J¥ 敏 四
で aコ 年 影 年
専 の

刀仁ミ
建 時 蓮

寺照と 建創
立 代 主日

、
和 、 l乙

初め
で 一未寸ιー2 帰

称、

延烹年室闘派と

林 依

谷大
し 牙え 盛 し

後天ムポロと

録 等 道
派 年 カま

場建立ブ録巳 間改
出
家

と刀bく し
、

軍年木派
tJ. 創 明

延宝り
立 和

な 、五

る s馬b車 年
五 宮 寺
iと 年本

山 l乙

改派
と 昇

願寺派と

称 格
し
た

な
る

122 

武
藤

若

狭

の

真

主士，
刀く

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



武
藤

若

狭

の

真

とう

耳て

123 

敦(敦賀賀海市岸) 、

横 大 フE

比 比

浜 回 田

願立寺雲寺高 寺蓮教

東東 貧

年自建高

河野海岸 (河野村)

大 河 βI 、 甲

楽 糠

谷 野 泉 城

通
忍通寺途寺相 善寺了寺伝

西 東東 東

昔天台示
保長

思天主

年X 明l蓬q で

建創

虫日
、

l乙
文明

依帰

河改刀しミ 主願
lと

改と耳士ミy 

越前海岸 (越前町J

対ミ T同T 白 茂 大 黒 新

宿 厨

浦 佐 沢 原 樟 崎 棒 保

蓮
発寺願

ネ百
着寺主主 洋イ寺言 徳寺西 寺善J性

璃

寺光 正 左寺手
寺

東 西 酋 東 西 東 西

三日士

文明

真寺呈草と

昔
不明 天文 天正

寛年文間は は

真z刀にb3 ミ 年創建四

真

年建立間，刀三明E三三コ才てF 

建年創延:E 建創

真後刀て 材、

応首古寺し

t願年本B派主z E 
両 天

派田と
正

需主本願
iと

7ょ
耳改く

重
lと

一 改刀く

願主大

l乙

派改
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美浜海岸(美浜町) 敦 賀 海!岸 〈敦賀市)

坂 メt入 竹丹 白 浦 色 手 縄 名二 松江 挙 五 阿国

沓 櫛

尻 市 波 生 木 底 浜 浦 間 子 村 島良 野 幡 曽結

恵、 明 願 興

誓寺
一ぜ

寺光 通寺
隆
寺

東 西 東 西

124 

武
藤

若

狭

の

真

出
一
小
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武
藤

小浜海岸 (小浜市) 三方海岸(三方町) 美(美浜浜海町岸) 

阿 仏 竪 松 子{ 西 力日 阿 大 矢 田 遊 神 凶吊，. 日 早 和

納

尻 谷 海 崎 久 )11 エ 納 賞馬 代 烏 子 )11 子 神 向 瀬 田

ト一一一

勝寺福 コ海寺乙 浄寺妙

西

十慶長

年教如

の

弟子法春基闘

若

狭

の

真

""" 刀ミミ
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!震

市若

狭

冥

""" 耳ミ

の
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古

川

一

一

専
ら
川
東
の
山
麓
に
街
道
が
あ
っ
て
こ
の
南
川
の

東
に
沿
っ
て
中
村
で
滞
在
し
、
乙
L

か
ら
丹
波
街

道
に
入
っ
て
い
る
。
「
稚
狭
考
」
に
「
小
浜
よ
り

京
に
ゆ
く
に
丹
波
八
原
通
に
周
山
を
へ
て
長
坂
よ

り
鷹
峯
に
出
る
道
あ
り
、
其
次
に
八
原
へ
出
ず
し

て
渋
谷
よ
り
前
方
、
山
国
に
出
て
行
く
道
あ
り
」

こ
の
二
つ
の
道
が
あ
っ
て
、
南
川
に
沿
っ
て
逆
行

し
、
名
田
庄
谷
の
久
坂
か
ら
南
に
曲
り
、
堂
本
か

ら
知
井
坂
を
越
え
八
原
に
出
で
周
山
を
経
て
長
坂

よ
り
鷹
峯
に
出
る
道
で
、
と
れ
が
昔
の
重
要
路
で

京
へ
の
最
短
距
離
で
、
昔
は
奥
名
田
の
名
産
の
鮎

を
京
へ
運
搬
す
る
に
は
乙
の
道
が
利
用
さ
れ
た
と

い
わ
れ
、
恐
ら
く
蓮
如
も
こ
の
道
を
歩
ん
で
い
る

の
で
あ
ろ
う
。
「
大
平
記
」
に
も
「
蓮
朝
長
坂
を

経
て
越
前
へ
落
ち
ゆ
く
際
に
、
蓮
朝
は
姉
小
路
西

よ
り
し
づ
/
¥
と
都
を
落
ち
て
千
本
よ
り
長
坂
に

か
h

り
北
国
へ
趣
く
」
と
あ
っ
て
、
乙
の
道
が
利

用
さ
れ
て
い
た
6

現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
自
動
車

道
は
、
納
田
終
か
ら
堀
越
峠
を
越
え
る
道
で
あ

甲

ケ

崎

正
念
寺

ド一一一一1--1

ネ言d

r、
'ロ

念
正
寺

西

洋

善
教
寺
(
西
)

る
。
蓮
如
が
小
浜
か
ら
丹
波
街
道
を
通
り
摂
津
へ

向
っ
た
の
は
文
明
七
年
九
月
下
旬
か
ら
十
月
上
旬

で
あ
っ
た
こ
と
は
上
記
の
と
お
り
確
実
で
あ
る
。

従
来
、
蓮
如
は
上
中
町
の
鳥
羽
谷
を
下
り
山
内
に

滞
在
し
、
熊
川
街
道
を
通
っ
て
丹
後
を
越
え
、
山

づ
た
い
に
丹
波
に
入
っ
た
と
書
い
て
あ
る
が
、
こ

れ
は
間
違
い
で
、
熊
川
街
道
は
蓮
如
が
文
明
三
年

五
月
、
大
津
南
別
所
近
松
か
ら
越
前
へ
逃
げ
た
と

き
通
っ
た
道
で
、
「
堅
田
本
福
赤
明
記
」
に
は
「

文
明
三
年
四
月
云
々
、
蓮
如
は
若
狭
っ
た
い
に
越

前
に
入
り
云
々
」
と
あ
っ
て
、
上
中
町
地
区
の
真

宗
は
、
蓮
如
の
吉
崎
退
去
と
は
関
係
な
く
、
む
し

ろ
越
前
に
入
っ
た
と
き
蓮
如
と
関
係
が
生
じ
た
も

の
で
、
乙
れ
に
関
し
て
は
次
の
機
会
に
ゆ
づ
る
。

〔
史
料
〕
英
林
寺
蔵

(
鯖
江
市
新
堂
町
)

裏
書

越
前
国
今
北
郡
河
島
保
新
堂

願
主
道
円

大
谷
本
願
寺
親
驚
型
人
御
影

文
明
八
年
丙
申
四
月
十
六
日

釈

蓮

如

花

押

聖
人
御
影ヨ
シ
サ
キ
過
半
デ
ク
チ
成
就
畢
四
月
十
六
日

花
押

注
、
英
林
寺
住
職
の
注
釈

土
口
崎
で
大
方
、
で
き
あ
が
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る

が
、
出
口
で
完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

大
谷
本
願
寺
親
驚
聖
人文
御明
影八
願妙若年釈
主光狭丙蓮
寺国年如
釈常大六
了イ主飯月花
悟物郡廿押
也小八
浜日
圧

(
県
教
育
委
員

文
化
財
係
長
)
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武藤

念 戻若

正市
狭

寺 西
の

津
真

廃Zと土ミ， 

寺

跡

上

記

同

じ

蓮
知
が
上
陸
し
た
小
浜
市

甲

ケ

崎

浦

の

全

景
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武
藤

ヒ士，
刀ミ

若

狭

真

の

の石魂

小浜市西津

念正寺

「蓮如上人御旧跡」

の跡

小浜市西津

寺正念
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